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■乙女高原ファンクラブへの入会者数・・・７００人（２０１８年２月１０日現在） 
 

乙女高原ファンクラブ ニュースレター(通算 66 号) 2018.2.10. 

乙女高原が好き！1704 号 
 

初めての中止・延期・・・18 回目の草刈りボラ 
 

話は１１月２０日から始まります。ぼくは「県民の日」の休みを使って、市役所、合同庁舎、街の駅、栄和交通、

そして乙女高原を駆け回って草刈りボランティアの準備をしていました。乙女高原手前の最後のヘアピンカ

ーブに差しかかったときのことです。秋だというのに道が凍っているのです。道路脇に落ち葉が積もり、そ

れがダムの役目をして側溝の水をせき止め、道路に流れ出て、それが凍ったことがわかります。冬用タイ

ヤでなければスリップしてしまうかもしれません。３日後の「草刈りボランティア」に来た方がここで事故で

も起こしたら大変です。帰りがけに、その辺に落ちていた棒っ切れで落ち葉を掻き出し、水の流れる道筋を

付けました。水は順調に溝を流れ始めましたが、すぐにまた落ち葉が積もって、道に水が出そうです。仕方

がないので、市の観光課や県の峡東林務事務所県有林課に電話をして、善処を求めました。そうしたら、

市・県両者の職員の皆さんが、現地を確認し、シャベルで落ち葉を徹底的に掘り出し、側溝を確保したり、融

雪剤を撒いたりという対応を取ってくださいました。 

そればかりでなく、前日である２２日にも天候を確認するために現地まで行ってくださいました。雪が積

もり始めていたそうです。雨ならともかく雪なので、実施の判断は当日の朝を待つ必要はありません。その

日のうちに中止判断をしました。急いで思いつく先に電話をかけまくりました。また、家に帰ってからは、メ

ールでお知らせしたり、ホームページに記載したり。中止するのは初体験なのですから、何か不備はないか、

とても不安でした。その日の夜は、枕元にスマホを置いて寝ました。 

結局、朝になってもスマホは鳴りません。パソコンも開いてみましたが、何もメールはありません。ほっと

しました。２３日はおかげさまで（？）思わぬ安息日になりました。午後、いてもたってもいられず、短い時間

でしたが、乙女高原に行ってきました。柳平から見る金峰山は真っ白でした。先日凍っていた道路は雨で濡

れているだけでした。でも、「午前中から来ているよ」という塚田さんに聞いたら「来た時には道路脇に雪

があったよ」とのことでした。 

今回、中止の原因は雪です。となると、降雪後の天候によって、延期して実施できるかどうか分かりませ

ん。雪が残っていたらアウトです。そこで、２４日に、これもまた市・県両者の職員の皆さんが現地確認に行っ

てくださいました。そして、「これなら２６日は実施できそうだ」と判断し、連絡してくださいました。またまた

急いで、「２６日に草刈りボランティアを実施しますよ」という連絡をしまくりました。 

※             ※            ※ 

そうやって迎えた１１月２６日。朝８時ちょっと前にグリーンロッジ前に着いた時は、だれもいませんでした。

チャンス！と思い、ブナじいさん直下の林道まで

足を伸ばし、キッズボランティアのために用意した

ロープや「草を持ち帰らないでね」ラミネート看

板を片づける作業をしました。ロッジに戻り、準備

です。参加者に配るお茶や資料、軍手。杭からロー

プを外す時に使うマイナスドライバー、刈った草

を集める熊手などを用意していたら、三々五々、

スタッフが集まってくれました。８時半からスタッフ

打ち合わせ。簡単な自己紹介をした後、スケジュ

ール・仕事内容を確認し(パッカー車なし、豚汁な

し、バスなし、開閉会式なし)、救急体制と救急医

も確認しました。そして、すぐに受付開始。受付を

済ませた方から作業を始めていただきました。 

今回、作業に優先順位を付けました。 
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①ロープ回収を最優先。回収したロープはロッジ庭に運び、巻き直して物置に入れる。 

②次は、草の運び出し。遊歩道に横向きに敷いていく。厚み１０センチ。それ以上にしない。 

③今回、十分な刈り払い機は集まりそうもないので、持ってこれる方には持ってきていただきました。おか

げさまで、結構な面積の草を刈ることができました。 

④（キッズの看板やロープ回収）草原内の境界線用ビニール紐回収、ロッジのテーブル上の整理、物置の掃

除と整理などはスタッフが行う。 

開会式がなく、来てもらったらすぐに作業開始だった

ので、結構、作業時間がありました。でも、いつもの年の１

／５ほどの人数ですから、結構な運動量になりました。１２

時ちょうどに写真を撮りました。毎年、たくさんの人が写

った記念写真が翌年のちらしになり、「ウォーリーを探せ」

ゲームをするのが楽しみなのですが、来年は４０人程度

しか写ってない写真です。顔がしっかり写っていると思

います。楽しみにしていてください。もちろん、カメラは

乙女高原の写真屋さん古屋さんです。 

その後、全員でまあるく輪になって、全員で自己紹介

をしました。参加者が少なかったからこそできたプログラムです。延期になった草刈りに参加してくださっ

たのですから、貴重な人材です！おみやげセット（ポストカードや各種ちらし、地図などがセットになってい

る）と、「出血大サービス！」のジュースと２本目のお茶を配って解散しました。後片付けをした後、都合のつ

く方は残って仲良くお弁当を食べました。参加してくださった皆さん、ありがとうございました。 

※             ※            ※ 

乙女高原の草刈りが１８年間も続いてきたのは人の力だなとしみじみ思います。今回、大きな混乱なく中

止を決定し、延期された草刈りも無事終了できたのは、市や県の担当職員の皆さんの努力のたまものです。

当たり前のことですが、担当者の皆さんの仕事は乙女高原だけではありません。様々な他の業務もあった

（溜まっていた！？）でしょうに、乙女高原のことを優先していただき、本当にありがたいと思います。 

毎年、大勢の社員の皆さんが参加し、パッカー車まで貸していただいている田丸さんからは、最初、「延

期となったら、その日は他で使うのでパッカー車は出せません」と言われたのですが、前日には「なんとか

２台確保できました」という電話をいただきました。無理して都合してくださったんですね。パッカー車を持

ってきていただいても、作業のための十分な参加人数は確保できそうもないので、丁重にお断りしました。

お断りはしましたが、その気持ちがうれしかったです。雨宮さんは草刈り作業終了後も残って、百葉箱の屋

根にペンキを塗ってくださいました。これでまた百葉箱の寿命が伸びました。ありがとうございました。 

皆さん、来年こそは１１月２３日に、乙女高原でお会いしましょうね。（植原） 
 

 

スクープ！！綾瀬はるか、乙女高原で大立ち回り！？ 
ＮＨＫ大河ファンタジー 「精霊の守り人」 最終章 乙女高原でロケ 

 

大スクープです。ＮＨＫ大河ファンタジー「精霊の守り人」の最終章がいよいよ始まりましたが、第 1話の合計７分

間ほどが、なんと乙女高原でロケされた映像なのです。一つはドラマ冒頭で女用心棒バルサ役の綾瀬はるかさん

と王子チャグム役の板垣瑞生さんが剣術の練習をしている場面、もう一つは前半でバルサとチャグムがカンバル

王国の伏兵に襲われる場面です。 

じつは、ファンクラブ会員の方から「乙女高原が写ってますよ」と「精霊の守り人」を録画した BLディスクをいただ

いたのです。確かに見覚え

のある情景です。本当に乙

女高原でロケされたのか確

かめるために、テレビ画面を

ｉＰａｄで録画して乙女高原に

持っていき、画像の場所を

探しました。ありました！ 

やっぱりここでロケが行わ

れていたのです。（植原） 
綾瀬さん 

左の場面の場所 

綾瀬さんがここ

に立っていた！ 
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 乙女高原、小さな哺乳類
な  か  ま

たちの暮らしぶり 
北垣さんをお招きして、１７回目の乙女高原フォーラム開催 

 

 1 月 28 日（日）１１時半がスタッフ集合時刻だったのですが、そ

れより前に集まってくださった方がとても多く、少しずつ準備を進

めてくださったので、集合時刻にはだいたい仕事は片づいてしま

いました。会場の後ろには県のＦＳＣ森林管理認証の展示、乙女

高原ファンクラブの報告書や会報の閲覧場、北垣さん関連本の

コーナーなどをしつらえました。垂れ幕や横断幕の準備、パソコ

ンの準備、受付の準備を済ませ、参加者を待ちました。 

 開会行事は市観光課・穐野課長さんの司会で始まりました。高

木市長さんのあいさつは、前半は事務方が考えた原稿でしたが、

「さて、ここまでは用意してもらった原稿を読みましたが･･･」と、後

半は自分のコトバで乙女高原とご自分との関わりや乙女高原を

保全する意義をお話してくださいました。 

 ここからは植原がバトンを引き継ぎ、三枝さんから「ファンクラブ

の活動報告」、山本さんから「乙女高原自然観察交流会と夏の案

内活動の報告」という２つの報告をお聞きしました。続いて、今回

が初めてとなる「乙女高原フェロー」の認定式です。「乙女高原の

活動に１０回参加してスタンプをもらう。ただし、遊歩道作り・草刈り

ボランティア・フォーラムは必ず参加」というのが乙女高原フェロー

です。もっとも、今年度、草刈りボランティアは雪のため初めて延

期しましたから、延期された草刈りへの参加者だけでなく、事前申

し込み者も草刈りボランティア参加者として認めることにしました。

今回、栄誉ある「初フェロー」として認定される方は６人いたそうで

す。代表して岡崎さんと鈴木さんに、代表世話人である三枝さん

から記念品であるマグ・ボトルが贈られました。 

 その後、植原から「乙女高原で見つかったナゾの地上巣という報

告をしました。あとに続く北垣さんのお話の前座となるお話です。

じつはそれ以前にも見つけたことはあったのですが、２０１６年の草

刈りボランティア時に、草の繊維を細長くちぎって丸めてできたフ

ワフワの巣が見つかり、大盛り上がりになりました。その後の観察で、

乙女の草原内に５０個以上の巣が見つかりました。私たちは、その

巣がカヤネズミのものではないかと疑いました。カヤネズミはカヤ

原に住んでいて、大人の体重が５００円玉と同じくらい。日本で一番小さなネズミです。カヤネズミはススキやオギな

どいわゆるカヤの茎の上に、草を細長くちぎって丸め、まるで「ソフトボールが空中に浮かんでいる」ような巣を作りま

す。乙女高原で見つかった巣はススキの株の根元に作られた地上の巣ではありますが、形といい大きさといい、茎

上の巣に酷似しています。それに、外国の本には「カヤネズミの巣の探し方」として、カヤ株の根元を広げてみるよう

にとあります。カヤネズミの分布域をみると、シベリヤや北欧も含まれ、冬の厳しい乙女高原で見つかってもおかしく

ないと思われます。また、乙女高原と同じような富士山麓のススキ草原で、カヤネズミの巣が見つかっています。 

 巣の主がカヤネズミであるかどうかを確かめるために、巣の中をたんねんに探して見つけた糞をＤＮＡ分析したり、

草原の中にトラップを仕掛けてネズミを捕獲しようとしたりしています。まだ結果は明らかではありません。カヤネズミ

がいるかどうかもはっきりしませんし、巣の主がカヤネズミでないとしたら、いったい誰なのかもはっきりしません。それ

で、多くの皆さんとこの謎を共有し、一緒に調べていきたくて、今回のフォーラムのテーマにしたというわけです。 

 さて、いよいよ北垣さんのお話です。小林さんにプロフィールを紹介していただいた後、動物たちの画像（なんと動

画もあり！）を見せていただきながら、北垣さんのお話をたっぷりお聞きしました。 

 北垣さんのお話が終わったところで、会場からの質問に答えていただき、マイクを司会の穐野さんにお渡ししまし

た。お礼のあいさつはファンクラブ代表世話人の三枝さんから。熱のこもった長いあいさつでした。そして、諸連絡を

芳賀さんにしていただき、フォーラムのプログラムを全て終了しました。会場の片づけを終え、部屋を移して茶話会を

行いました。２０人くらいの方が参加してくださり、お茶を飲みながら、楽しく情報交換をしました。参加してくださった

皆さん、ありがとうございました。（植原） 

北垣さんの本コーナー 

受付スタッフ 

高木市長さんのあいさつ 

会場の様子  

乙女高原フェロー 

記念品のマグボトル 
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北垣憲仁さんのお話 「小さななかま（哺乳類）たちの暮らしぶり」 
 

ここから先は北垣さんのお話を再現します。とはいえ、聞いていてよく判るお話でも、そのまま文章にしたら、判り

にくくなることがあります。そこで、北垣さんのお話の主旨は変えずに、読んで判りやすいように植原が少し編集し

ました。従って、以下の文章の文責は植原にあります。 
 

  今日の私のお話ですが、まず、現場で観ると何がおもしろいのかといった

ことをお話しようと思っています。動物の行動や生態の研究は、飼育すれば

判ってしまう部分が確かに多いのですが、わたしはそれをしません。それはど

うしてか？ 非常に長い時間がかかってしまうのですが、なんでわざわざフィ

ールドで観ることに意味があるのか、また、楽しいのか。何が大切なのか。そ

んな話をしたいと思います。二つ目に、乙女高原と周辺の生きものたちをご

紹介したいと思います。当然、乙女高原とその周辺には大型の哺乳類も生息

しています。ですが、今回はモグラの仲間とネズミの仲間をご紹介したいと思

います。日本のモグラとネズミは種類が豊富で、それは日本の哺乳類の特徴

なんです。そして、三番目に乙女高原の草原にあった巣についてです。だれ

がつくったのかも含めてお話します。最後に、身近な哺乳類を観察する魅力

の話をします。私は特別珍しい動物を研究しているわけではありません。ごく

身近な、あまり関心を持たれないような、場合によっては嫌われたりする生き

ものを観察しています。そんな身近な、ありふれた哺乳類を観察する魅力をお話したいと思います。 

 

■１――フィールドでの観察の楽しみ 

 大学に入ったばかりのころは、私も研究者というものに憧れが強くて、動物を捕まえて、そこの森に何頭ぐらいいる

かを計算したりするのが面白い･･･という時期がありました。でも、途中であんまり面白くなくなってきたんですね。どう

してかというと、トラップというわなをかけていくのですが、当然、中に哺乳類が掛かります。やっていると、捕まえるの

がうまくなりますが、それ以上のことはありません。小さな動物ですから、トラップに掛かると２～３時間すると餓死して

しまいます。精神的にも混乱し、死んでいくわけです。だから、２時間おきぐらいに見回らないとダメなわけです。そう

すると、周りの森の様子や風の冷たさや匂いなんかを感じながら楽しむということはとてもできません。集めること、捕

らえることに集中するからです。当然、捕まえた動物のことはよくわかります。だけど、森を楽しむことはできない－そ

こにジレンマを感じました。 

 私が大学に入って最初に関心を持った動物はカワネズミです。名前にネズミが付きますが、モグラの仲間です。標

本しかなく、実際に自分の目で見たことはありませんでした。しっぽが長くて、川の中で暮らしているらしいといった情

報しかありません。福島でサンショウウオ漁をやっていると、しかけの中にカワネズミが入るらしいという話を聞いたの

で、授業を休んで行ってきました。そこでの経験が、その後の私の見方考え方を変えていきます。 

 山の中の川に沿って歩いていきます。地方に行って、人について山を歩くのは初めての経験でした。動物を研究

しているくせに、山を歩く経験はあまりなく、山の歩き方を知りませんでした。山の歩き方を教えてもらったのは、この

漁師さんからでした。いつも山を歩いているので、当然、どこを歩けばいいか知っています。自分の山に慣れ親しん

でいるので、いろんなものが見えています。この植物は○○で、この植物は食べられるとか。それだけでなく、今年は

ネズミが多そうだから、この先でキツネがずいぶん出没しているはずだなど、先のことも読めているんですね。そうい

うことを聞いているうちに、森を歩く楽しみというのは、「慣れ親しんでいくうちに、いろんなことが見えてくることだ」と

教わりました。これが「フィールド」なんだと私は解釈しました。そして、自分のフィールドを大切につくっていこうと思

いました。ですから、この時以来、動物を捕るのはやめました。 

 漁師さんは生活の一部が山を歩くことですから、山での経験が生活に生きているわけです。自分が学んだことが生

活に生きてくる･･･これもすごいなと思いました。ともすれば、普段の生活と自然とは距離があるので、自分の生活の

中に自然の中での経験を活かすことがなかなかできないのですが、この時初めて、自然での経験、自然から学んだ

ことを自分の生活に活かすことの大切さを学んだ気がしました。それは、抽象的な「自然との共生」といった言葉では

なくて、自然とどうやったらうまく生きていけるかということを実践できる人間になっていくことだと思いました。 

 漁師さんは川の中にわなをかけていきます。サンショウウオは産卵のために川を下ってきて、わなに入るようになっ

ています。ハコネサンショウウオです。漁師さんはこれを生活の糧にしていて、いなくなると生活できないわけですか

ら、サンショウウオを守るためにはどうしたらいいかを、日々の暮らしの中で実践されているわけです。小さなものは

逃がすとか、川の中の浮き石は踏まないとか。浮き石の下にはサンショウウオがいますから。石は石なんですが、本

人はちゃんとその意味を読み取って、適切な行動を取っているわけです。すごいなと思いました。私は、捕るのはも

うやめて、じっくり観て、生き生きとした姿を観察する研究スタイルにしようと思いました。 

 そこで、フィールド（＝いつも通える場所、慣れ親しむ場所）を作ることにしました。いきなり土地を借りて小屋を作り
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ました。大学３年の時です。研究って一人ではできないんだなと実感しました。土地を貸してくれる人や小屋の作り

方を教えてくれる人がいないとダメです。いろんな人の協力があって、初めてフィールドができるということを学びまし

た。今もここに通って、観察を続けています。ただ、ここは森の中ですので、それだけでは飽き足らなくなって、今度

は草原の動物も観察したいと思い、休耕田を借り、納屋を改造して、観察小屋にしました。カヤネズミの観察をして

いるフィールドです。これらの小屋に寝泊まりしながら動物の観察をしています。 

 フィールドを持つことによって、いろいろなことが見えてきました。それまで、私はトラップで動物を捕ることに夢中に

なっていましたが、その時には見えなかったいろいろなことが目の中に入ってくるようになりました。つまり、自分の感

覚がいかに鈍っていたかを思い知らされたわけです。カヤネズミのはやにえ（モズがカヤネズミを捕まえ、木の枝に

刺しておいたもの）を初めて見つけました。モズにはカヤネズミがちゃんと見えています。私には見えていません。昼

間、枝に止まっているコウモリも初めて見ました。それまで、見過ごしていたと思います。こんなに面白いものがたくさ

んあるのに、私は気づかず、見つけられずにいたんです。それが、少しずつ自分が世界とつながっているのを実感

できるようになってきました。それがフィールドの面白さだと思います。 

 二つに割れたクルミの実がありました。リスが割って食べた跡です。本にも出ています。それは縦に割っていますが、

横に割って食べた跡も見つかります。リスが食べたかどうか判りません。いったい誰がどんなふうに割ったのか･･･？ 

 巣箱の中にムササビの親子がいました。親が仰向けで寝ています。赤ちゃんも、仰向けで寝ていました。動物が仰

向けに寝るのは非常に珍しいです。お腹を見せるというのは非常に危険な行動です。お腹は一番柔らかい部分で

す。天敵にやられれば、間違いなく死んでしまいます。だから、普通、動物はお腹を見せる行動はしません。ですか

ら、このムササビの仰向け行動は訳あってのことだと思います。まず、巣の中が安全だということを親が認識している

こと。それから、ムササビは平べったいですから、仰向けになると授乳しやすいということがあります。膜には縁があり

ますから、ムササビの子がそこから落ちないという利点もあります。しっぽもふとん替りをしています。子どもにかけて

やっています。ルーズな寝方に見えますが、合理的・効果的な寝方なんですね。 

 このように自分のフィールドを決めて、何度となく訪れるうちに、普段気づかなかったことを教えてもらえます。世界

がだんだん広がっていく感じです。一気に広がるという感じではありません。毎日毎日わくわくする発見があるわけで

はありません。地味なんですけど、少しずつ、世界が広がっていく感じです。本日の乙女高原の報告を聞いていても、

世界が広がっていくのを感じてらっしゃるんだろうなと思いました。 

 

■２――乙女高原とその周辺の哺乳類 

 フィールドでの観察を手間の掛かる手法でやっていますので、あまりたくさんのことは判っていないのですが、観察

の面白さも含めてお話させていただきます。合わせて、私の経験をもとにした観察の方法もご紹介します。 
 

◎カワネズミ 

 乙女高原に川はありますか？当然、カワネズミも住んでいると思います。水が滝のように流れていて、淵があり、ま

た滝がある・・・というのを繰り返しているようなところです。カワネズミはそんなところに住んでいると教わったので、そ

んな場所を都留で探しました。そのうち、川岸の石の上に糞がまとまってあるのに気づきました。顔を近づけると強い

臭いがします。臭いだけでカワネズミと断定できないので、夜、行ってみました。そうしたら、糞をしているカワネズミに

出会えました。なぜ川岸の石の上にまとまった糞をするのかは謎ですが、この糞はカワネズミがいる証拠です。川岸

を探すと点々とありますので、ぜひ見つけてみてください。 

 モグラの仲間なのに動きが速いです。モグラと同じでカワネズミって目はほとんど見えないのに、ちゃんと魚を捕ま

えます。目はほとんど見えないのに、なぜ自分と同じくらいある魚を捕まえられるか不思議です。魚に一度食らいつ

いたら離さず、魚が弱るのを待ちます。陸上だったら餌を捕まえたらすぐに持ち運べばいいのですが、水中という不

安定な場所ではそうはいきません。カワネズミの狩りの知恵とも言えます。また、定説だと魚の頭を捕まえることにな

っていますが、魚のしっぽに噛みつくのも見ています。どこでも噛みついたら離しません。このような行動や生態は飼

育していたら判らないですよ。飼育するとカワネズミはストレスを感じて、死んでしまったり、異常な行動を取ったりしま

す。どうやってカワネズミが川の中で魚を捕っているのかを知ろうと思ったら、「観る」ことが必要です。 

 カワネズミの狩りの様子を観察しやすくする装置を作りました。といっても単なる水槽です。水槽の中に川の水をパ

イプで引き入れて、魚を入れておき、カワネズミが来るのを待つ・・・というただそれだけです。カワネズミの観察を始

めて１０年目もたってから、水槽を使えばいいことにやっと気づいたのです。これを使うとカワネズミがどうやって魚を

捕まえているかがよく判ります。カワネズミが登れるように水槽の横に斜面を作りました。それを登ってカワネズミがや

ってきます。みると、鼻先のひげが立っています。このひげが重要なのです。水中でもひげが開いていて、アザラシ

のようです。目はほとんど見えませんから、おそらく、鼻やひげの力を使っているのだと思います。 

 カワネズミが来るのを水槽の前でみんなで待つという観察会も行っています。待つ時間はまちまちなのですが、実

際に見えると感動しますよ。彼らが住んでいる実際の場所で、風を感じながら観ていると、その生きものがどういう力

を持っていて、それをどのように発揮するかが本当によく判ります。 
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◎ヒミズ 

 皆さんの親指くらいのサイズです。世界でも最小クラス、カヤネズミと同じくらい小さな哺乳類です。落ち葉の層に

います。乙女高原の草原にもいるはずです。トンネルを作ります。地面に板があったので、それをどかしたら、ヒミズ

のトンネルが出てきました。それを応用し、地面にガラスを置きました。そうすれば、その下でヒミズがトンネルを掘っ

ている様子が観えます。モグラも同じようなトンネルを作りますが、大きさが違います。ヒミズは直径３㎝くらいで、モグ

ラはもっと大きいです。毛並みがとてもきれいです。青みがかっていて、金属光沢があり、ビロードのようです。 

 モグラの仲間は普通ミミズが主食ですが、私たちが置いたヒマワリの種にも十分反応しました。トンネルを進んでき

たヒミズは途中でバックしてターンします。ここがポイントです。トンネルの中は原則一方通行しかできませんが、トン

ネルの中でターンできるのは地中生活を送る動物の大きな特徴です。ネズミにはできません。 
 

◎ヒメヒミズ 

 ヒミズに似ていますが、住んでいる場所が違います。溶岩や岩場です。乙女高原でも標高の高いところにいると思

います。大きさはだいたいヒミズと同じですが、ヒミズがお腹をべったりと地面に付ける感じなのに対して、ヒメヒミズは

丸っこいです。後ろ足で立つことができます。後ろ足で立つことができるということは、地上に出てくるということです。

地面の下も地面の上も両方活用できるということです。大人の親指サイズです。鼻を観てください。ゾウの鼻みたい

に見えます。自在に動いて、鼻でものを集めて、つかんで口元に持っていきます。 
 

◎モグラ 

 冬場にモグラ塚というのができます。見ると、草原の中に塚がまとまっている箇所があります。まとまり一箇所分が一

頭のモグラの分です。モグラは縄張りを作るので、一頭の縄張りがどれくらい広くて、どれくらいの量の土を出してい

るかが判ります。地面の下には広大なトンネルが隠れているはずです。一つのモグラ塚の土はだいたい７㎏。１冬で

１頭が１ｔくらいの土を耕していることになります。モグラは農家から嫌われていますが、本当は地面を耕している動物

なのです。モグラのトンネルの断面はまん丸ではありません。ちょっと偏平、楕円形です。それがモグラ類のトンネル

の特徴です。指が３本入るくらいだとモグラのトンネルです。関西にはもっと大きいコウベモグラがいて、指４本くらい

の直径ですが、乙女にいるモグラは３本です。一方、ネズミのトンネルは断面がまん丸です。どうしてかというと、体の

つくりが違うからです。真ん前からみると、モグラは偏平で、その形に合わせてトンネルを掘っていきます。 

 モグラはいったんトンネルを作った後、そこから天敵が入ってこないように埋め戻しをします。だから、春、乙女高原

に行くと、地上に土のかたまりが観られると思います。それらは、たいていモグラが土を埋め戻した跡です。 

モグラを観察することはほとんど不可能です。昼間、顔を見せることはないし、道の上を歩いているわけでもない

からです。でも、装置を工夫すると観ることができます。モグラ塚を一つ、崩してならします。その上に板を載せます。

待っていると、板の下にトンネルができます。トンネルができ始めたら、板の代わりにガラスを置いて、夜、観察すると、

モグラの観察ができます。静かに観ていれば、想像とは違うモグラの姿を観ることができますよ。たとえば、トンネルを

進んでいる時、モグラの体って、ぐーっと伸びるんですよ。 

このようにちょっとした工夫で目の前で野生動物の観察ができます。どうしてこんな工夫をするかというと、動物の

ほうは無理に出てきているわけではありません。自然な形で出てきているわけです。観察する動物にあまりストレスを

与えず、相手の生き方を尊重しながら観察することができるのです。ただ、私たちがフィールドに出ること自体が動物

たちにとってはストレスになるので、入り方や付き合い方を考えなくてはなりません。私たちの課題です。 
 

◇ネズミの仲間 

 ネズミの仲間は非常に種類が多いです。哺乳類はだいたい 4000 種くらいいますが、そのうち 40％、1600 種くらい

はネズミです。日本には 17種類もいます。ネズミの特徴は暮らしている環境の多様さです。土の中にも、草原にも、

樹上にもいます。もう一つの特徴は食べ物の幅広さです。木の実、草の種。雑食。それから、多産であるというのも

特徴の一つです。 

 草原に住んでいるネズミは、おもに３種類だけです。カヤネズミ、ハタネズミ、沖縄にいるハツカネズミ。家の中に入

ってきたネズミというのもいます。クマネズミ、ハツカネズミ、ドブネズミ。嫌われ者ですが、ネズミの中のパイオニアで

す。もともと野外で暮らしていたものが、人の暮らしの中に入ってきて、生活を成り立たせています。 

 ネズミは見分けるのが難しいです。私も始めのころは判りませんでした。でも、見慣れると判ってきます。ヒメネズミ

は体に比べ耳や目が大きく、鼻がとがっています。アカネズミは、ヒメに比べ鼻面が太い感じがします。シャープな感

じではありません。感覚的なんですが、見慣れると、区別がつくようになります。 
 

◎ヒメネズミ 

 木登りが得意です。乙女高原の林の縁に生息し、草原の中にも入っていると思います。親指よりちょっと大きいくら

いのサイズです。ヒメネズミはツリバナの実が大好きです。ツリバナは赤い実を付けますが、その下で待っていると、ヒ

メネズミがやってきます。両手でツリバナの実を取ります。ネズミの仲間は必ず両手でものを取ります。 

 ネズミが賢いかどうか迷路を使って行う実験があり、ネズミはあまり知能がないと評価されています。ですが、フィー
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ルドで観ていると、適切な枝を選んで、どうすれば実を取れるのかしっかり判断しています。ネズミの暮らす環境に置

かれれば本来の能力を発揮します。本来の環境と切り離して実験するのはあまり意味がありません。切り離されて迷

路の中に入れられても、ネズミは混乱するばかりです。それで本当の能力を計ろうというのが無理です。自然の中で

観ることにこそ意味があるんだと思います。ツリバナの食痕が見つかったら、ヒメネズミがいるなと思ってください。 
 

◎アカネズミ 

 日本固有種。歯がちょっと赤いのが特徴です。ウサギなども似た形の歯をもっていますが、赤くはありません。赤い

のは、歯のエナメル質に鉄の成分が入っているからです。門歯は伸び続けるので、固いものを齧り続けなければなり

ません。食事をする場所は決まっていて、木の根元などの空間です。そこにクルミの実がかたまってあったら、食事

場所です。 

 クルミの実に丸い穴を開けて中身を食べます。クルミの実を二つに割って食べるリスの食べ方と違います。アカネ

ズミの場合、クルミに必ず２つの穴を開けて、中身を食べます。しかし、ウメの種の場合、１つしか穴を開けません。ウ

メの種と違ってクルミの実の中には仕切りがあります。仕切りに当たると、その裏にまだ食べ物があると判るんでしょう

ね。いろんな実を集めると、こういったことが判ってきます。そして、ネズミの賢さに改めて気づかされます。 
 

◎カヤネズミ 

 カヤネズミの巣は草原に作られます。おもしろいですね。これだけたくさんのネズミがいながら、草原をすみかとし

たネズミは日本では３種類だけです。草原で暮らすことは、小さな哺乳類であるネズミからみると、森の中で暮らすよ

うなものです。身を隠すこともできます。葉っぱの上に出てくるには、体を軽くする必要があります。哺乳類は昆虫と

は違って、一般的に体を大きくする方向へと進化してきました。でも、カヤネズミは逆で、体を小さくしました。そうや

って草原で暮らしていけるようになりました。 

 アカネズミやヒメネズミと違って、体のラインから耳がはみ出ていません。 しっぽが長くて、何かにつかまったら、そ

こを支点にして、体をブランコのようにすることもできます。とても機能的なしっぽです。 

目が前を向いています。森の中の動物はたいがい目が前に付きます。ムササビは特にそうです。木までの距離を

正確に計らなければならないからです。人間も同じですよね。立体視しています。カヤネズミの目が前に付いている

ことから、カヤネズミにしてみれば草原ではなく森に住んでいるようなものだろうと思います。 

 カヤネズミの子は毛並みの色が濃く、赤っぽいです。本当に暑い時期、７月下旬とか８月上旬になると、草原に出

て、葉の上でひなたぼっこしています。草原の中をゆっくり歩くと、見つけることができますよ。 

 カヤネズミを観察していると、おもしろい行動に出会えます。動いたり止まったりを繰り返します。普通のネズミとちょ

っと違います。一瞬止まる行動をフリーズといいます。向こうからアカネズミなんかがやってくると、本当に体の動きを

ピタッと止めます。息を殺しているようです。樹上に生きる動物、たとえばリスもフリーズをします。天敵がやってきたり

すると、ピタッと動きを止めて、身を隠します。お尻をこすりつけるような行動をとることがあります。何をやっているの

か、どんな意味があるのか、よく判りません。リスもやるんです。木の上にペタッとなってお尻をこすりつけます。匂い

付けではないかと思っています。観察中に、私が大きな音を立ててしまったことがあります。すると、カヤネズミはポロ

ッと落ちてしまいました。これは、天敵が近づいた時にとる、緊急避難の行動です。しっぽを草に巻き付けることがで

きますから、取りたいものが下にあっても、上手に取ることができます。 

カヤネズミは普段は草の実などを食べています。タンポポの種が大好きで、カラスノエンドウの種も食べます。昆

虫を食べるという記録もありますが、私はまだ観たことがありません。フィルムケースに小鳥用の餌を入れて、そこに

出てきたカヤネズミを観察することがあります。アカネズミなら一晩で１ケース分食べてしまいますが、カヤネズミは上

の方５㎜ほど食べたらもう満腹です。逆に、食べた量からカヤネズミかどうかを推定できます。不思議ですよね。小さ

な植物の種を食べながら、寒い環境でも暮らしていける小さな哺乳類というのは、いったいどういう暮らし方をしてい

るんだろうと思います。本当に謎が多いです。 

 冬の間は土の中にいます。私が観察していると、土の中から出てきます。ただし、カヤネズミはトンネルを掘れるよう

な体のつくりをしていないので、どのように他の生きものと共存しているのか、棲み分けているのか、よく判りません。

私がフィールドにしている草原にはカヤネズミの他にアカネズミやハタネズミが住んでいます。ときどき、ヒメネズミや

ドブネズミもやってきます。いろんなネズミたちが入り乱れていますが、その中でどうやって暮らしを成り立たせている

のか、まだよく判りません。 
 

◎ハタネズミ 

 ハタネズミのトンネルは断面が直径３㎝くらいの丸いトンネルです。ハタネズミはトンネルを掘ります。農家の方がよ

く「野菜を食べられた」とおっしゃいますが、モグラではなくハタネズミです。ハタネズミは野菜が大好きです。ハタネ

ズミはササが生えている下によくトンネルを作ります。ハタネズミの発生には波があって、大発生する年があったり、ま

ったくいない年があったりします。巣は土の中にあります。巣にはササの葉を取り込んで裂いています。そんなに細

かくは裂いていません。私はハタネズミが葉を細かく裂いて作った巣というのを観たことはありません。ハタネズミの体

の特徴はしっぽが短いことです。色はバリエーションがあり、褐色が強かったり、グレーが薄かったりします。目や耳
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は小さいです。ハタネズミは日本にしかいないネズミです。 

 ハタネズミに似たネズミに、聞き慣れないと思いますが、スミスネズミというのがいます。昔はカゲネズミと言われてい

ました。住んでいる場所が重なることもあるので、もしかすると、乙女高原にもいるかもしれません。スミスネズミは、よ

く見るとハタネズミとは違います。色はバリエーションがあるので、識別の決め手にはなりません。ハタネズミに比べて、

目も耳も少し大きいです。前から見るとまん丸で、しっぽが長いです。あんまりものおじしないので、こっちが静かに

観てさえいれば、わりと簡単に出てきてくれますし、自然な行動が観察できます。岩の隙間や木の下が大好きです。 

 

■３――乙女高原で見つかった巣のナゾ 

 巣の作り方は動物によってだいたい決まっていますが、バリエーションがありますので、見つかった巣が何なのか

決めつけるわけにはいきません。哺乳類は自分の巣を大切に作りますから、ムササビのような大きな哺乳類でも、ス

ギやヒノキの樹皮を細かく裂いて、自分たちの寝床や子育てのベッドにしています。保温性が高くて、快適な巣です。 

ヤマネは巣の中にスギの樹皮やコケを入れて作ります。鳥の巣箱を掛けておくと、中に落ち葉がいっぱい入ってい

ることがあります。ヒメネズミの巣です。ヒメネズミは、中で巣材を細かく裂くことはありません。落ち葉を持ち込んで、そ

のまま保温剤として使いますので、葉を裂いて巣を作るカヤネズミとは違います。 

 カヤネズミの巣は、イネの葉で作られることもあります。スゲにも作ります。ハンモックのような巣です。出入りする穴

がありますが、ヘビなどの天敵が入ってきても逃げられるように、１つではなく２つの場合が多いです。３つ作ることも

あります。中にススキの穂を入れることがあります。しっかりした二重構造で、外はススキの葉、内側はススキの穂の巣

です。ここで子を産み、育てます。 

 乙女高原に似た草原である富士山麓の梨ケ原では、毎年ではありませんが、野焼きをします。野焼き後に探すと、

乙女高原で見つかったのと同じような巣が見つかります。土の中で見つかることもありますし、ススキ株の内側で見つ

かることもあります。地上に出ている巣もあれば、半分埋もれているものもあります。地下に埋もれている巣には出入

りするための穴が開いています。そして、不思議なことに、まわりにトンネルがあるんです。繰り返しになりますが、カ

ヤネズミはトンネルを掘ることができません。 

 富士山麓で見つかる巣には、特徴があります。第１に、見つかる年と見つからない年があるということです。見つか

る年にはまとまってたくさん見つかるのに、翌年、同じように見つかるとは限りません。第２に、地上にできた巣と半地

下にできた巣がありますが、半地下にできた巣の下にはトンネルがあって、巣の穴とつながっています。その巣は、

秋から冬にかけて作られるようです。夏は見つからないのですが、あまりにも草が繁ってしまって見つからないのかも

しれません。でも、秋になると見つかります。一方、梨ケ原には地表の巣はありますが、ススキの上の方にはできませ

ん。この５年間で茎上巣は１個しか観ていません。どんな動物がこれを使っているのか観察して確かめました。地上

の巣を使っていたのはカヤネズミでした。しっぽが長く、目が大きくて、子どもではなく大人の毛色でした。一方、半

地下の、下にトンネルができていた巣をどんな動物が使っているかは、まだよく判りません。ナゾです。 

 

■４――身近な哺乳類を観察する魅力 

 私は、このような時間がかかる方法、原始的な方法でしか観察してこなかったので、皆さんにその魅力をあまり伝え

られなかったかもしれませんが、哺乳類は感情移入しやすくて、気持ちを読み取りやすいということがあります。それ

から、誰でも参加できます。観ればいいのですから。別に学問に寄与しなくてもいいわけですから。 

 自分の感覚が観察によって鍛えられていくと、楽しい世界が広がります。私も、どちらかというと、研究というよりも、

喜びを感じる方に主眼を置いています。レイチェル・カーソンが「センス・オブ・ワンダー」と言っていますが、「神秘な

驚異に目を見張る力」とでもいうでしょうか、そんな感性を、私は動物の観察を通して鍛えていきたいと思っています。

私自身の感性がにぶっているので、他の方々と一緒に観察して、学びあいたいと思っていて、それが支えとなって、

いろいろな観察の工夫をしてきました。まだまだ課題はありますが、どうしたら、相手の生活を脅かすことなく、その不

思議な世界に近づくことができるのか、それを通して、自然とのうまい付き合い方を考えていくというのが、私が考え

ているフィールド・ミュージアムというものです。そんなことを皆さんと一緒に考えていけたらと思っています。 

 私は、これからも乙女高原の活動に刺激を受けながら、私自身のささやかな取り組みも継続させていきたいと思っ

ています。せっかく皆さんとお会いできたので、また、どこかでお会いしながらお話できるといいなと思っています。大

学ではムササビ観察会もやっていますので、ぜひ一緒に観ましょう。ありがとうございました。 

 

◆Ｑ：スズタケ（笹）の花が咲くとネズミが増えて、天敵であるフクロウやキツネが増えるということを聞いたことかありま

すが、研究事例はありますか？ 
 

Ａ：笹の花が咲くと、その年の秋からハタネズミの仲間が増えるという記録はあります。その翌年に地面から出てきた

笹の茎を見ると、上部が齧られたものが出てきます。鋭い食べ跡ですが、ノウサギのものとは違います。そんな観察

をしてみたらいかがでしょうか。 
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３月１１日(日)午後２時 

牧丘総合会館２階会議室 
（山梨市役所牧丘支所と同じ建

物） 

 

 

出欠ハガキの投函を 

よろしくお願いします 

◆Ｑ：モグラは太陽の光を浴びると死んでしまいますか？ 
 

Ａ：じつは今日、モグラの剥製を持ってきているのですが、それを出すのを忘れていました。観てみてください。梨ケ

原で観た巣も持ってきました。乙女高原のものと同じではないでしょうか。モグラが日を見ると死んでしまうというのは

事実ではありません。モグラが路上で死んで転がっていることがあるのは、モグラは単独性なので、子どもができて、

大きくなると、親のなわばりから離れて、自分の縄張りを作るようになります。その移動している間に、キツネにやられ

たりするからです。トンネルを掘って、一から自分のすみかを作っていくのはすごい労力です。だから、モグラは自分

で作ったトンネルをとても大事に使います。 

 

◆Ｑ：もし、本当に乙女高原で見つかった巣がカヤネズミのものとすると、どうして、ぼくらのフィールドで見つかる巣

はカヤの上の方で、乙女高原のは地表なんでしょうか？ あと、コウモリの種類を知りたいです。 
 

Ａ：ススキの上に作るのが一般的なカヤネズミの巣です。ところが、標高が高くなると、そうではないようです。それが

不思議です。梨ケ原は広いススキ草原ですが、上に作られた巣は一つしか観ていません。また、（その地域にいる）

全てのカヤネズミが巣を作るのか疑問に思っています。観察していると、カヤネズミの姿をよく観るのに、まわりに巣

がないということがあります。カヤネズミの巣を見つけて、それがカヤネズミのいる証拠だとすることが一般的ですが、

巣がなくてもカヤネズミがいることもあるということです。おそらく、全てのカヤネズミが巣を作っているんじゃないと思

います。また、標高が高くなると、ハタネズミの作る巣も、標高の低いところの巣とはまた違ってくるかもしれません。そ

れは歩いて観てみないとわかりません。それがフィールドの楽しみです。観察していると、図鑑や研究書に書かれて

いることと違うことっていっぱいあって、だからこそ、発見や驚きにつながります。本に書いてあることをそのまま受け

入れてしまうと、そういうものだと思ってしまいます。「どうして？」といった疑問が新しい発見につながります。ぜひ、

いろいろなフィールドに行って、じっくり観てみてください。そして、観たことを私に教えてください。 

  コウモリの件ですが、キクガシラコウモリは洞窟などに傘を逆さまにしたような形で止まりますので、違います。でも、

何コウモリかはわかりません。 
 

 

２０１７年度 定期総会にご参加を 
 

今年も定期総会の時期になりました。「乙女高原の自然

を次の世代に」を合言葉に活動してきた乙女高原ファンク

ラブもいよいよ１７年目に突入です。 

総会では今年度の活動を振り返り，来年度の活動計画を

話し合います。「子どもたちとキャンプをしたい」「フォ

ーラムに○○さんを呼びたい」など，アイデアを出し合いま

しょう。この会報に総会への出欠ハガキ(委任状を兼ねる)が

同封されています。現時点での予定で結構ですから，必要事

項をご記入の上，早めに投函してください。 

なお、総会後の座談会では山梨県森林環境部の職員の方に

来ていただき、峡東地域の環境施策についてお話いただくよ

う調整中です。座談会も含めて総会にぜひご参加ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

見に来てください! 「乙女高原展」 in 街の駅やまなし 

山梨市駅から北徒歩1分で「街の駅やまなし」です。建物に入って左に5ｍ進むと左手に乙女高原の展示スペース

があります。建物の西側には広い駐車場もあります。ぜひ、乙女高原の展示を見に来てください。 

現在は、今年２月１日に山梨市の天然記念物に指定されたばかりの谷地坊主の展示をしています。 
 

season 6 テーマ展「乙女高原のスミレたち」                    ５月１３日～６月１２日 

season 7 テーマ展「マルハナバチ」                              ６月１２日～７月３１日 

season 8 テーマ展「乙女高原のマルハナバチと昆虫たち」           ７月３１日～９月１０日 

season 9 テーマ展「乙女高原の秋の花」                      ９月１０日～１０月１日 

season10 テーマ展「乙女高原草刈りボランティア」               １０月１日～１１月２６日 

season11 テーマ展「乙女高原フォーラムの歴史」                １１月２６日～2018.２月５日 

★season12 テーマ展「天然記念物指定記念 谷地坊主を巡る旅」         ２月５日～ ・・・好評開催中 
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    みんなで観察するのって楽しい！ 

    乙女高原自然観察交流会の記録 
 

◆いろいろな花の実や種～みんな違って、みんないい 

２０１７年 11 月 04日（土）  井上敬子さんによるレポート 

11 月の観察交流会は、4日に行われました。いつものように牧丘の道の駅に集合しました。今回の参加者は 5

名、2 台の車に分乗して、乙女高原まで行きました。途中、カラマツの黄葉やカエデ類の紅葉が見られました。今

年の紅葉は天気のためか、いまひとつ鮮やかではありませんでしたが、所々きれいな紅葉も見られました。 

草原は一面のススキが枯れて薄茶色になっていて、もう晩秋という感じです。ロッジから草原に入った左側の

草は刈られていました。県で刈ってくれたとのことです。刈られている所を歩いて、昨年見つけたネズミの巣を

観察しました。巣の形はなくなっていて、そこに巣があったことはわからなくなっていました。でもいくつか新し

く巣を見つけました。ススキの根元の地面に作ってある丸い巣を解体してみると中側は細かく裂いたような枯

れ草でできています。その中に糞があるのを植原さんが発見して回収しました。今後、この糞を調べれば、何の

ネズミの巣なのかわかるかもしれません。楽しみです。 

夏にキンバイソウやアヤメが多く咲いた駐車場近くの草原の中に、歩くと水がしみ出てくるような、かなり湿

った場所がありました。コケも青々としています。水が集まってくる場所であり、水脈が地表近くにあるのかもな

どと話し合いました。まだ草の刈ってない場所にフユノハナワラビがたくさんありました。胞子のうが開いて、触

れると胞子が白く粉のように飛び出すものもありました。 

今回の観察会ではいろいろな実や種の観察をしました。特にいろいろなキク

科の花の種をたくさん見ることができました。タンポポの綿毛のような種も、

花によって少しずつ違っていておもしろかったです。ハバヤマボクチ、ノハラア

ザミ、タムラソウ、シラヤマギク、ハンゴンソウ、マルバダケブキ、アキノキリンソ

ウ、セイタカトウヒレン、ノコギリソウ、コウゾリナ、ヤナギタンポポ、オケラなど、

種になったほうが仲間同士ということがよくわかります。途中、茎は株立ちし

てしっかりしているのに、花（実）の部分が折れて垂れ下がったようになってた

くさん付いているキク科の植物があり、何だろうと気にしていたらひらめきま

した。ゴマナです。枯れた後の様子から花の姿が想像できました。茎も葉もザラ

ザラしていて小ぶりなポンポンがかわいいのはコウゾリナなど、似ているけれ

ど、それぞれ違いもあっておもしろかったです。その他、イタドリ、ヒメトラノオ、

アヤメ、イケマ、タチコゴメグサ、ツリガネニンジン、シモツケソウ、イチヤクソウ、

マイヅルソウ、トリカブト、リンドウなどの実や種も観察できました。タチコゴメグ

サの実は初めて見ました。ロート状に上部が開いていて種が中に入っています。

どんなふうに種が飛び出すのか、見てみたいと思いました。 

リンドウの枯れた花が少し食べられていて、その花に斜めに棒がささったよ

うなものがくっついていました。花に喰いついているようですが、薄茶色で死

んでいるのかと思ったら、落ちて丸くなり、動きます。虫です。ロッジ前のテーブ

ルの所に持っていき、見てもらうと尺取虫だろうということでした。確かに尺取

虫のように逆Ｕ字型になります。でもそのうちにまたピンと真っ直ぐに頭を上げ

て棒状になってじっといました。何を意図した行動なのでしょう。不思議な尺取

虫でした。 

乙女高原のカンバ三兄弟のダケカンバやヤエガワカンバは葉をすっかり落としているのに、シラカバはまだ

少し黄葉を残していました。三つの中でいちばん最後に芽吹くダケカンバがいちばん先に葉を落としてしまう

ということで、寒冷地仕様なのだということも改めて知ることができました。 

昼食後、湿地の所へタニミツバを見に行きました。もう枯れかけていましたが、葉や小さな種を見ることがで

きました。湿地の所では黒い実のついた低木がありました。ミヤマイボタノキです。実などの写真をとっていた

ら、イボタノキの枝にくっついているおかしなものを岡崎さんが発見しました。みんなで観察してみると、なんと

セミのようです。ストローを枝に刺した状態で干乾びているのです。胴体部分はありませんが、目がくっついて

いたのでわかりました。どういう事件がこのセミに起こったのでしょう。他にもないかさがしてみると、今まで気

づかなかったのですが、この湿地にはイボタノキがたくさんありました。そしてセミのストローのささったものが

他にも二つ見つかりました。イボタノキとセミに何か関係があるのかどうかはわかりませんが、不思議でした。 

先に帰る人たちと別れて、今年咲いたレンゲショウマの花後を見に行こうということになり、車で林道を走っ
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ていると、虹です。山際の一部だけですが、七色があざやかで太い虹でした。しばらく見入っていました。数分で

消えてしまいましたが、美しい虹でした。レンゲショウマには実がついていました。トリカブトなどと同じような袋

果でした。中にまだ黒い種が残っているものもありました。種が散らばってまた来年も咲いてくれるといいなと

思いました。太陽は出ているのに、小雨が降ってきて、それで虹も出たのだろうと話していると、今度は空にア

ーチ状の虹が出ているではありませんか。見通しのいい所へ大急ぎで移動して、大きな虹を見ることができま

した。西に傾いた太陽の光と小雨の細かい水滴がすばらしい光景を見せてくれ、大感動でした。毎回、いろいろ

な発見や不思議や感動のある乙女高原観察交流会です。皆さん、ぜひ参加しませんか。 

 

◆ネズミの巣探し～刈れたススキが横たわっているので、見つけにくい 

２０１７年１２月２日(土)   山本義人さんによるレポート 

すっきりした青空が広がり、甲府盆地から富士山や南アルプスが良く見えている観察会日和でした。さすがに

この時期では花は終わっていて、林道のゲートも閉じているのではという懸念もありましたが、私の他に井上さ

ん、岡崎さん、大江さんが道の駅に集まり。そこから大江さんの車 1台で杣口林道を琴川ダムへと向かいました。 

この時期になると葉が落ちて木々の間を飛ぶ鳥の姿が目に入ってきます。林道の落ち葉をかき集めて軽トラ

に積んでいるご夫婦を見かけました。畑に入れて腐葉土として利用するのでしょうか。車中ではヤドリギの話な

どで盛り上がりながら柳平に到着、ゲートは開いたままなのでそのまま焼山峠へと向かうと、林道を散策してい

る二人連れを見かけました。峠の駐車場には数台の車が止まっていて、すれ違ったお二人だけでなく小楢山登

山に来ている人たちの車でしょう。 

塩平方面も乙女高原方面もゲートは開いたままで、ロッジまで車で行くことができました。駐車場には軽トラ

が 2 台止まっていて、車から出ると何やら機械的な音がしました。はたして草刈りイベントが延期になり、草刈り

作業が少人数だったため刈り残してあったのを、峡東林務の手配だと思いますが、二人の作業員が刈り払い機

で草刈りしてくれていました。 

よく晴れて風もなくそれほど寒さを感じません。刈り払い作業の邪魔にならないよう、ネズミの巣を探しなが

ら富士山展望地まで登っていくことにしました。何個かネズミの巣らしきものを見つけることができした。また刈

り残っている上の方の草地では、タネを見ながら花の同定を行いました。アキノキリンソウ、タムラソウ、ノハラア

ザミ、マルバダケブキ、ゴマナ、シラヤマギク、ハバヤマボクチ、オケラ、ノコギリソウ、ヤマハハコ、ウスユキソウ

といったキク科が多い中で、ツリガネニンジン、ノダケ、オミナエシ、シモツケ、

チダケサシ、ヒメトラノオ、マツムシソウ、ヤマラッキョウ、リンドウ、アヤメ、ヤ

マオダマキ、トリカブト、ススキ、ヤマアワなども見られました。 

富士山展望地からは、7 合目あたりにかかった雲海の上に冠雪した富士山

が、またヨモギ頭からは木々の間に南アルプスや八ヶ岳がよく見えました。

まだこの時期では柵の内外でササの葉の緑にあまり違いが見られませんで

したが、これから冬が進んでいけば柵外のササの葉はシカの食餌になって

しまうのでしょう。 

レンゲツツジの群生地脇をアオナシの木のある場所へと下り、ツツジコー

スを観察しました。草刈りイベントではボランティアが手刈りするエリアなので、今年はそのままになっていて、

背の高いハンゴンソウがススキよりも上にタネをつけていました。すでに刈り終えている草地で再びネズミの巣

を探しましたが、刈られたススキがそのまま横たわっているので見つけるのは困難でした。それでも巣らしきも

のを見つけることができました。 

ロッジに戻った時はすでに午後1時近くで、少し風も出てきていました。昼食をとってから車で乙女高原を後に

して、湿地帯に立ち寄りました。先月の観察交流会でミヤマイボタの木にセ

ミの頭らしきものが口吻を木に突き刺した状態で残っているものを見つけ

ていたので、それがどうなっているかを見てみると同じ状態で残っていま

した。先月同じようなものを3個見つけましたが、今回もう1個見つけること

ができました。どうしてこんなことになってしまったのか不思議です。これ

もゾンビアリやゾンビバッタと同じく菌類が関与しているのではないかと勝

手な想像をしてしまいました。花の時期には気づきませんでしたが、ミヤマ

イボタの木がたくさんあります。来年はセミの鳴く時期に立ち寄ってみたい

と思いました。 

琴川ダム沿いの道路わきで間近に見ることができるヤドリギも 2 月に観察を始めてから継続観察しているの

で、今回もまた立ち寄りました。果肉が黄色みを帯びて透き通ってきており、光が当たって輝いていました。杣口

近くの林道で花を見たアイズシモツケはどんな果実をつけているのだろうかとの話題も出て、それを観察して

から道の駅に戻った時には午後 3時になっていました。   
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乙女高原ファンクラブの事務局だよ  ※MM383 号まで記事掲載済 
 

 

●9ページでもさらりと触れましたが、乙女高原の谷地坊主が天然記念物に指定されました。日本広しとい

えども谷地坊主が天然記念物に指定されているのは北海道の釧路湿原と乙女高原だけです。次号で詳しく

お伝えします。「精霊の守り人」乙女高原ロケといい、今年は乙女高原の大きなニュースが続きます。 
 

乙女高原ファンクラブの刊行物 
 

乙女高原とファンクラブ１１年間の集大成 『乙女高原大百科』 
(A5 判 602 ㌻)草刈り開始後から配信している乙女高原メールマガジン 11

年間 268 号の中身を編集したら厚さ 3㎝の本になってしまいました。一部

カラー。希望者には実費でお分けします。１冊 2,000 円,送料は 1･2 冊なら

360 円。欲しい方は郵便振込で 1冊なら 2,360 円送金してください。 
 

乙女高原インタープリテーションのテキスト 『乙女高原案内人 誕生と成長の記録』 
(A4 判 186 ㌻)乙女高原案内人養成講座の中身と,その後の案内人の活動の様子を一冊の本にしました。希望者

には実費でお分けします。→在庫切れ 
 

乙女高原フィールドガイド シリーズ  欲しい方は事務局までご連絡ください。 
 

フィールドガイドⅢ スミレの観察のおともに 

『乙女高原のスミレ・ウォッチング』 
（Ａ３判両面カラー）乙女高原では，なんと１８

種類ものスミレを観察できます。このフィールド

ガイドでは乙女で見られるスミレたちのプロフィ

ールを紹介するとともに，スミレ観察のポイント

をていねいに解説しました。 
 

フィールドガイドⅡマルハナバチの観察と調査のおともに 『マルハナバチ ウォッチング改訂新版』 
（Ａ３判両面カラー）マルハナバチの生態,ファンクラブで行っている調査,乙女高原で見られる６種(＋2

種)のマルハナバチの見分け方をコンパクトにまとめました。2015 年に改訂版を出しました。 
 

フィールドガイドⅠ春から夏にかけて咲く草花のガイド 『乙女高原のお花たち』 
(Ａ３判両面カラー)フィールドガイド第１号。春から秋に咲く 47 種類の草花を写真つきでコンパクトに

紹介。草丈表示と草花の一言コメントが「分かりやすい」と評判です。2013 年６月に第３版発行。 
 

■乙女高原ファンクラブの普通会員になりませんか？ 
 『数は力』という側面もあります。ファンクラブの会員が多くなれば,それだけ乙女高原の保全に対す

るファンクラブの発言力が増します。まわりの方をファンクラブに『巻き込む』ことも乙女高原を守る活

動の一つです。まわりの方にファンクラブをお勧めください。 
 

乙女高原ファンクラブに入会するには･･･ 

・「入会します 氏名・郵便番号・住所・電話番号」というファックス,メール,手紙等を事務局までお

届けいただければ,いつでも,だれでも会員になれます。 

・入会金も年会費もありません。乙女高原を守る力が 1 人分,大きくなります。 

・普通会員には年 4回,サポーター会員には年１回,ニュースレターが届きます。 

・普通会員には総会出席の義務がありますが(委任状可),サポーター会員にはありません。  
 

 

■乙女高原ファンクラブへの連絡先■ 
【事務局】植原 彰(方)  〒404-0013 山梨県山梨市牧丘町窪平 1110-3 

 TEL/FAX 0553-35-3682    電子メール otomefc＠fruits.jp 
     ※会報への原稿や写真等の投稿もこちらにお送りください。 

WEB http://fruits.jp/~otomefc/  
 

 ●郵便振込● (番号)００２２０-８-７１０９３ (加入者名)乙女高原ファンクラブ 

今号は普通会員のみ

に送付しています。 


